
若狭塗り箸作り

●作り方の手順

① ・洗面器に5cmほど水を張り、箸、砥石を濡らす。

・ぞうきんの上に箸を置き、動かないようしっかり押さえながら、粗い砥石でけずる。

※箸は四角形です。各面に沿ってけずってください。角をけずると元の木が出てきます。

※箸の半分から先端にかけては、模様が入っていません。けずらないでください。

※漆は、表面から順に「黒」「赤」「黄」「緑」に塗られています。「緑」が浮かび上がったらけずり

終えて、みがく砥石に切り替えましょう。けずりすぎると漆がはがれて、元の木が出てきてしまいます。

※けずりカスが箸についていると模様が見えづらいので、箸や砥石は洗面器の水で洗いながらけずって

ください。

①
粗い砥石で

「けずる」

②
こまかい砥石で

「みがく」

③
紙やすりで

仕上げる

④
箸袋に名前を

書いて完成

② ・貝や殻が出てきたら、こまかい砥石で表面をみがく。

※表面にアワビの貝殻（銀色、長方形）が3つ出てくる面が2面あります。アワビの貝殻がきれいな

長方形として浮かび上がったら、けずり終えてください。

使う道具 ： 箸・砥石・洗面器・ぞうきん・紙やすり・箸袋・色鉛筆

③ ・洗面器の水を張り替え、水で濡らしながら紙やすりでみがく。

※表面のデコボコがなめらかになるように、みがいてください。

④ ・使った道具を全て片付けたら、端袋に色鉛筆で名前を記入する。

※できあがった塗り箸は、他の人のものと区別がつきませんので、注意してください。

四角い銀色の貝が

浮かび上がります
（ただし上下２面のみ）

半分より先端は

貝や殻が入っていないので

けずらないように

（凹凸があるところをけずる）

●片付けの手順

①
砥石・ぞうきん・

洗面器を

すべて洗う

②
かたくしぼった

ぞうきんで

すべての水気をふく

③
ぞうきんで

使ったつくえを

きれいにふく

④
道具をすべて

片付ける


